










































　 1　  　　週　授業の進め方
　 2　  　　週　学習指導案の立て方
　 3 ～ 6　 週　教材研究・学習指導案作成＋個別指導①～④
　 7 ～ 13　 週　模擬授業①～⑦　



























































































































































































1 コマ 45 分を目途にして、 2 名の学生が模擬授業を行うことにしている。授業は、
同じゼミ内で行うと緊張感に乏しく、内輪の会になってしまう危険があるので、他学年と合同で行う
ことにしている。時間割編成上、授業の重複等で模擬授業の日程調整に毎年苦労するが、今年度は 1
































































































なお、Appendix として、『模擬授業を終えて』と題する 3 年生のレポートを掲載しておきたい。また、
模擬授業を受けた 1・2 年生にも同様のレポートを課し、生徒役からのコメントを受け取っている。『模
擬授業を受けて』と題する 1・ 2 年生のレポートをいくつか掲載しておきたい。
Appendix
【学生の感想】　







































































































ル。生徒 1 人 1 人に聞いていくスタイル。生徒に文章を読ませ授業を進めていくスタイル。授業を受けている側と
しては、様々な授業のバリエーションがあって飽きなかったというのが本音です。
生徒から見て良かった点は、身近な話題や過去の体験談をネタにして、それを授業内容と結び付けていてとても共









































ら話すこと、そして聞き手が理解しやすいように、 1 文 1 文短く話すことを意識して指導に当たりたい。これに加
えて、自分の経験を交えながら話をすると、聞き手の興味をそそり、良い話ができると思われる。そのためには、沢
山の経験を今のうちからしておく必要があるので、様々なことにこれからチャレンジしていきたい。


















































（ 9）『模擬授業を受けて』（ 2 年生）
教職演習の授業では、模擬授業を 3 年生の方々が行ってくれました。模擬授業を通して、学習指導案の書き方や
授業の進め方、ワークシートの使うタイミング、板書の仕方などを学びました。
私は、敢えて授業と指導案を照らし合わせながら、授業を受けました。 3 年生の方々は、皆さん指導案に沿って
授業ができていました。指導案がしっかり書けていれば、指導案通りに授業を進めていけば良いことが分かり、指導
案の重要性を知ることができました。
授業の進め方に関しては、授業の導入と終末（まとめ）に注目していました。授業をしていくうえで、導入の部分
は大切なところだと思っています。その大切な導入をどうやって行っていくのか、とても興味がありました。ほとん
どの方は、生徒（私たち 2 年生）に質問を投げかけ、授業のテーマに近い内容を自然と考えさせていました。終末
の部分では、教師自身の体験談を混ぜながら、授業内容をまとめてくれた授業が記憶に残っています。教師自身の体
験談を交えて話しながらやるのも好いな、と思いました。また、このような導入、終末のやり方は、とても参考にな
りました。
板書の仕方については、フラッシュカードをうまく利用すると、授業がスムーズに進むなと思いました。 3 年生
の方々は、丁度良いタイミングで、フラッシュカードを活用していました。板書とフラッシュカードをうまく使い分
けることで、より良い授業になることを学びました。フラッシュカードを使用するタイミングに気を付けながら、板
書ができるようになれば好いなと思いました。
どの方も、とても丁寧に授業をしてくださいました。授業を行う方のメモを見たら、事細かくプリントに書き込み
がしてありました。 1 回の授業のために、どれ程の時間を準備に費やしたのか、そのメモ書きを見ただけで分かりま
した。授業を行うことの大変さを改めて感じました。
自分で教材をいちから準備し、限られた時間内に授業をするための細かい授業計画をしていくことが、今の私にで
きるか考えてみました。自分が 3 年生の終わる頃には、このように授業ができるよう、今以上に気を引き締め勉学
に励んでいきたいと思います。
3 年生の方々の良い点は真似して、自分のものにしていき、改善したほうが良いところは改善し、今後の参考に
していこうと思います。指導案の書き方は、講義で学んだことはありましたが、授業の進め方や板書の仕方は今まで
細かく習ったことはなかったので、とても良い勉強になりました。実際に模擬授業を受けてみなければ、学ぶことが
できなかったことがたくさん学べ、自分が教員になった時に役立つことを吸収できました。
